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【全体運】 慌てずじっくり時間をかけて。 スロースタートを心掛けると良
い流れをつくれます。 おしゃれをして運気もアップ！
【健康運】 少しハードな運動を。 体が活性化
【幸運を呼ぶ食べ物】 露地トマト
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第 15 回 通 常 総 代 会第 15 回 通 常 総 代 会

　６月 29 日中種子町の「種子島こり～な」で、『６月 29 日中種子町の「種子島こり～な」で、『第 15 回通常総代会第 15 回通常総代会』を開催しました。』を開催しました。
　昨年に引き続き、新型コロナウイルスの感染拡大防止の為、書面議決書を中心とした開催　昨年に引き続き、新型コロナウイルスの感染拡大防止の為、書面議決書を中心とした開催
となりました。総代・組合員の皆様のご協力、誠にありがとうございました。となりました。総代・組合員の皆様のご協力、誠にありがとうございました。
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